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小型漁船漁具漁法改良試験

担当者 漁業課長 田名部政春

技師富永武治

H 沢田兼造

H 赤羽光秋

例年本県沿岸に来砕する，プリ，マグロ，イワシ，サパ等を対象として漁具，漁法改良試験を実施

し， ζれ等資源の効率的利用を図って小型漁船の所得噌強をはかる。

(1) 雌敷網漁業試験

付) 試験の方法

1. 試船

2. 乗illI3.員

3. 試在食胡閣

4. 試昼食海域

5. 漁具

(ロ) 試験の経過

(浦船)
金徳丸 4. 1 1 ， D 3 7 P S 栄昭丸 4.8 1 ， D 3 5 P S 

船長 2名，機l菊長 2名，外 4名，計 8名

~和 4 1年 8月 23日~企年?月 11同

八戸前沖~三陸沖

浮敷網 1ケ統

前年度に引続き八戸市遠海漁協組所属船金徳丸(網船)外 1隻(曳船)を傭船し'. 8月 23日

より， 9月 11日までの 20日間浮敷網漁業試験を実施したが，調査期間中になける出漁回数は

1 4同操業回数 31回(投網固執 1 3同集魚回数 18回)であった。

漁期間中になける魚種別漁獲高は片口イワシ 22 5K9， ピンサパ 63K9 (体長 12C'fI'f--'15C1ll)

小サパ 40 K!jI (体長 18(":m~2 1c1ll) マイワシ 5 Kg， スルメイカ 2 K90 イナダ 1. 5K9豆アヅ 5~

6尾であった。

W 調査結果及び考察

本年度の調査は前記のとなり，不調に終った治主本年は漁具の点にないても又操業技術の点tてな

いても相当の自信をもって調査に当ったにか』わらず本漁法が本県沿岸に来滋するアジ，サパ，イ

ワシ去買を対象として適当左漁具，漁伝であるかどうか疑念が持たれた。

過去 5ヶ年にわたる本試誠の結呆として 5ク年共に不成績であったこともその 1つである杭昨年

(4 0年度〉八戸市の当業船 2隻が本漁美を導入し操菜したが何れも不成功K終ったo

本年度調:盛期間中にま示ける漁DL面からみると調査海域には魚族反応が随所V'L昆られたがとれを渠魚

した場合浮上して来るのが偽んど片口イワシ，ピンサパで，中サパは前年も本年も殆んど見られ友

かったo片口イワシ，ピンサパが漁獲対象と左ったとしてもとれ等の魚種は市場価格が安〈相当大
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量の水揚が左いH艮り採算がとれないと思われるo

将来崩待が持たれる中サパが大量に沿岸に来砕する年があるので，との場合Kは，本漁法が有効に

利用できるのでは左いか，今後時崩と魚群の来滋状況Kよb操業を行えば本県の小型船の漁具，漁

法として不適当友ものではないと考えられる。

(2) プリ，マク'ロt泥縄漁業試験

付) 試験の方法

試験 船

2. 乗組員

3. 試験期間

4. 試験@域

5. 漁 具

(傭船)低運九 433 

船長以下 2名

D35PS 

昭和 4 1年 d月 25日~全年8月 1日日

鯵ク沢前沖~久六島附近海域

プリ流網 2 6反

内訳 アミラン 210D/9本 1 1 5閥 (3.8寸)8反

" " 1 09開 (3.6寸)8反

/J 2 1 0 D/ 1 2本 1 51.5据謂 (5.0寸)1 0反

(ロ) 試験の超過

本調査は唱和 39年度よ Dのa盛品調査として本年度はi袋持獲よ b松逗丸を傭船 13届操業を実

施したが，プリ，マグロの漁獲は全〈見られなかったo

本年は過去 2ヶ年同の主役、場であった鯵ケ沢以北の沿岸の外に大戸瀬崎から久六島海域まで広範

囲に亘って燥業を試みたが，漁獲は僅かシイラ 2尾，ネズミザメ↑子魚 1吊 1 8吊その他片口

イワシ，中羽イワシ若干の漁獲よ b見られ*かった。

件調査結果

本年不調の原因のーっとして考えられることは 4 月~8 月にかけて沿岸水域の水温が平年より

か左.!J{s";自に経過したため，プリ，マグロの漁期の遅れが目立ったととで例年 7月に入ると沿岸

域の随所に見られるナムラも本年は殆んど見られ左かった。

然し 7月下旬に至り松 (盤作崎以南)の大型定置に 20""""3 0 KのマグM が 1臼 26 Tと大量

の水揚があった。一方櫨作崎以北海域の大型定置Vては余b目立ったo漁が見られずマグロの来携

が櫨作崎を中心として南偏傾向が はれ，地域的に大きを漁獲差が見られたようである。

本年は以上のような変刷的1..:海況に災され，ブリ，マグロ流網漁業試験も全〈の不調に終った。

(斗考 察
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過去 5ヶ年聞の本漁業試験を省みて，今ζq亡本漁業の企業性について結論は出せ左いが初年

度は僅か 16反の網でメジマグロ 1晶尾 40.1 K大マグロ 25尾 626.8Kブリ， 22尾 5O. 2 

K，金銭Kして 3 0万余円の水揚を見.. 1躍小型漁船の漁業として法固され，地元に於いて 6長

の定美船が見られたのを始め北訴追，及び県内各地から説々照、会がbった極だが，弟 2年度は初

年度の好漁場に大型定量及び底曳網が設置されたため漁場が制約されe 漁場が遠〈なったため，

プリ 8尾， 29.91¥.9，メジマグロ五尾 11. 6 K.9極度の漁獲よ b見られなかった。

第 5年度は弟 2年長よ D更に低長となタ試式場同中シイラ 2尾，仔モーカ 1昆ソーダカツオ



1 8 t毛で， プリ， マグロの漁獲が全〈見られ左かった。

以上の状況から刊j析してみて

(f プリ，マグロの接岸来訪宇量はその年によ b大き念変動がある。

③ 片口イワシの来瀧量がプリ，マグロの酒滋を大きく支配している

等であるが漁具，漁法上から考えて

(f 漁具は化学繊維の発達K伴い出来るだけ柑〈強いものを使用する。

⑨ プリ，マグロ両方を漁獲の対象としているので将来 5枚網の研究を進めて行〈必要がある。

(例えば中網を 21OD/6~9 本 5 寸~4 寸とと外網を 210 b/1 日本~15 本. 5寸~尺目とす

る)

⑨ 漁法としては昼間にないて魚群のナムラ等を操索し夜の流網漁場を大体見当を付けてなく。又

他船から昼間のナムラの発見場所等を用いて:j;~< 
④ マグロ類を対象とした流網の漁具，漁法も研究して行〈必要がある。

(参考) 小型マグロ延縄漁具仕様 ( 1鉢 分 )

幹 縄 2.2 5匁 1 5日間

2. 枝 縄 五匁 5 IJ 

3. セキや ま 60匁麻セキ 2 IJ 

4. 釣元ワイヤー 2 9 X 7 2 IJ 

5. 浮 子 組 2匁 6 l.f (8間)伎縄 6本の内 2本を 8間tてするO

6. 枝縄間 隔 25" 

7. 戸手 子 玉 7す

8. 釣 鈎 2.7寸

9. 鈎 数 6本
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